
　自分の見識を広げる効果的な方法は、３つある
と聞いたことがあります。それは、人に会うこと、

本を読むこと、そして旅に出ることだそうです。この中で昨年は、これまでの
人生で一番多くの本を読んだ一年となりました。中でも印象に残った本に、「夢
をかなえるゾウ」（水野敬也、飛鳥新社）があります。書店で平積みされベスト
セラーとなり、今シーズンドラマ化もされているので、ご存知の方もいらっ
しゃるかもしれません。ストーリーは、変わりたいと言いながらまったく変
わることのできない、ごく普通の会社員の「僕」の前に、「ガネーシャ」という
象の姿をした、関西弁を駆使するうさんくさい神様がある日突然現れ、毎日
ガネーシャに与えられる課題を一つずつ実行しながら、少しずつ成長してい
くというものです。ガネーシャの話には、イチローやロックフェラー、松下幸
之助やエジソンなど、自分のかつての教え子であったという数々の偉人たち
の意味深い逸話もおもしろおかしく織り込まれていてわかりやすいですし、
神様なのにタバコもやめられず、ダイエットもできずにあんみつをむさぼる、
どこか人間味のあるいいかげなんなガネーシャと、それにつきあわされる僕
とのやりとりは何度読んでも笑えます。課題は、「コンビニでお釣りを募金する」、
「トイレ掃除をする」、「運が良いと口に出して言う」、「一日何かをやめてみる」、
「お参りに行く」、「誰か一人のいいところを見つけてホメる」、「毎日、感謝する」
など、少しがんばればできそうなこと。本の中でガネーシャが言っていますが、 
ここで課題として出されることは、いろんな自己啓発や成功法則の本にもよ
く紹介されており、みんないいことだと十分わかっているはずなのに、現実
にはなかなかできていない。これを実際に一日一つずつでもできる時だけで
も実行して、できればそれを続けていくことが、「変わる」とか「成長する」に
はおそらくとても大切なことなのでしょう。僕がガネーシャから学んで気に
入っていることは、「人は楽しいことしかできない」ということ、「人を愛する」
ということ、そして「成長するとは、楽しみながらや
るもの」だということ。読みものとしても十分楽し
めますし、少し気をつけて生活するだけで何かが変
わりそうな気がして、読み終わった後に前向きな気
持ちになれる、新年一押しの一冊です。 (Pico)
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　丸っこい優しいスマイルと厚みのある体型で、温か～いテディ

ベアを彷彿させる木下氏。　「みなさんが『ここに来るのが楽しい』

と、休まず元気に来て下さる姿を見るのがうれしい。中には、少々

熱があっても、来たいと言って来られる方もいますよ。」 

　若楠園の歴史は古く、通所授産施設としては、当時県内初（日本

で５番目）にできたという話です。若楠園、第二若楠園ともに、い

ろいろな企業から下請け等の内職作業を中心に請け負っています。

通所者の一人一人が、どういった作業に興味があり、どういう作

業をやっていただけるかを判断して、各自に作業活動をお願いし

ています。 

　「今、福祉の環境は、障害者の生活、運営面など大変厳しくなっ

ています。障害を持っていても『この国に生まれてよかった』と言

える日本であってほしい。そのためにも、私たちは声を上げて、本人、

家族、施設ともにめげずにやっていきたい。」東京に自ら出向き、

厚生労働省に対して、障害者自立支援法の撤廃を求めるデモにも

参加しました。数年前まで、社会保障から支払われていた施設利

用料を、現在は、通所者が収入に応じて負担しなければなりません。

まさに、お金を払って働く、という構造なのです。平成２１年４月

の制度見直しを、期待を込めて見ている、と木下氏は言います。 

　趣味は、ボウリング、ゴルフ、キャンプなど多彩です。ちなみに、

ゴルフのスコアは“血圧ぐらい（笑）”。また、ＣＡＰＰ活動―アニ

マルアシステットセラピー（動物介在療法）に大きな関心を持っ

ています。昔からの犬好きで、動物と触れ合う場、また動物の持つ

力を通じてのリハビリの場を、若楠園、第二若楠園、さらにこの地

区で創っていきたいと思っています。夢は、英語を勉強して、米ニ

ューヨークにある「グリーンチムニーズ（動物と一緒に、子供とか

かわる活動をしている）」で研修を受けること。 （大坪　エミ） 
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　今、筑後市内の公立小学校では「学習障害

児等特別支援臨時職員」が11校中５校に７名

配置されています。しかし、「学習障害児等特別支援臨時職員」は市役所の臨時

職員と同じく教育委員会の臨時職員です。臨時職員の身分保障は校舎内のみ

です。特別支援臨時職員の主な仕事は「発達障害児に付き添い本人及び周りの

児童に対して安全確保を行う事」です。校内のみの支援委員で校外活動には参

加できません。学校の行事である校外マラソン、遠足、社会科見学、修学旅行等

には引率できません。これらの行事に参加するには必ず保護者の同伴が必要

です。子どもが社会性の体力を付けるのに必要な教育であり、ましてや義務教

育で児童は教育の保障をされるべき

と思います。国は子育てに力を入れ

ると掛け声ばかりで本当に予算を付

け育てる気があるのかと思います。（北） 
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障害児教育について 

　おばあちゃんの作る、おにぎり！今でも一番だと

思っています。おなかをすかせて帰る小学生の私に

出してくれた、にぎりたての、心の込もったおにぎり。

たまに口にした、スナック菓子の味は、覚えていないんですよね…。大人にな

っても本当のおいしさや「味」は忘れません。 

　‘心の調味料’って本当にすごい。おばあちゃん、ありがとう、ごちそうさま。

これからも、心の調味料がたっぷりの食事を、大切にしていきたいな。 

心の調味料 
石川県　30歳　女性 

全労済エピソード募集「思いやりのリレー」優秀作紹介 

台所の向こうに 
　　　アジアの国々を見た 

賢くリッチに生きる女性の情報紙 

月刊みゅ～ず・暮らしの情報のバックナンバーはホームページでご覧になれます。 
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